
　
2020 年 3 月 16 日、 着物類 2,519 点を含む 「武庫川女子大学近代衣生活資料」 （9,092 点） が
国の登録有形民俗文化財になっています。 附属総合ミュージアムでは 1 年を通して、 季節ごとに
様々なテーマで資料をピックアップし、 1 階ロビーにて展示をおこなっています。

　　今回、 昭和後期から平成に
かけて制作 ・ 使用された扇子を
展示しています。 扇子４点のうち、
2 ～４の 3 点は竹尾千代氏と
いう方の親族からのご寄贈による
もので、どれも上品で素敵ですが、
特に目を奪われるのは千代氏
自ら図柄を描いた 「3. 絵更紗扇
子」 です。 絵更紗とは木綿地に
異国風の模様を型染した染織品で、
3 はそれを模して地紙に描いて

います。 千代氏は 60 代から元井三門里の絵更紗を手本に制作を開始し、 扇面画の
ほかにも、 色紙、 短冊、 はがき、 着尺、 額装、 衝立などの作品を手掛けています。 手作り
ならではの淡く軽やかな色彩が魅力的で、 夏らしい爽やかな印象の扇子です。 　（平）　
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“涼” を感じる
2023 年７月６日 （木） ～８月３１日 （木）

　　「涼」 をとるため、 煽いで風を起こす道具である 「扇」 は、 高温多湿の日本において、

真夏に必須の携行品でもあります。 「扇」 とは、 檜の細い薄板を紐で繋いだ檜扇や、 竹製の

骨に紙を貼り付けて絵を描いた紙扇など、 日本で創始された扇子 （倭扇） を思い起こ

されますが、 本来は中国起源の団扇を指す言葉でもありました。

　　夏季企画展では「“涼”を感じる」をテーマに、扇子 4 点、扇面文の名古屋帯と帯地反物、

団扇散らし文の長着を展示しています。 暑い夏に涼しさを感じ取っていただければ幸いです。
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ミュージアムコラム

1.　「本因坊歴代小象」 扇子 2.　白檀透かし彫り扇子

3.　絵更紗扇子 4.　蔦模様扇子
え さ ら さ

も と い 　　み ど り

　「武庫川女子大学衣生活資料」は、今までにも様々な視点から
取り上げてきましたが、明治・大正・昭和戦前期の時代を集約
した文化的・歴史的資料です。これらの資料は、近代的な技術
革新やヨーロッパを中心とする外来の意匠や造形的感覚を取り
入れ、消費的着用者の増加や都市生活の広がりなどを反映した
ものであり、江戸時代以前とは社会が大きく変わった中で求め
られ、着用されてきました。
　本展覧会では、こうした近代のきものが実現した様態や価値
に注目し、寄贈資料「伊吹コレクション」を中心に展示してい
ます。大正期から昭和戦前期の京都で百貨店や呉服店に誂（あ
つら）えられた、選りすぐりのきものたちをご覧いただけます。

開催中の展覧会
2022 年度 秋季展

開催期間：
2022 年 10 月 5日 ( 水 )
　　　　　　　　～ 11 月 30 日 ( 水 )

開館時間：10:00~16:30
閉館：土・日・祝日

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行っています。受付に飛沫防止のアクリルボードや消毒用アルコールを設置し、人数制限をして、来館者にはマ
スク着用、検温、来館者カード記入などでご協力をお願いしています。

「粋を尽くす
　　−近現代のきもの」

すい

附属総合ミュージアム　館長　横川公子

ミュージアムの一隅にて　学科史資料への期待

　大学博物館の第一の目的・役割は、大学における高等教育と研
究の成果を保存し活用・公開することです。一般的な博物館とは
異なる、このような大学博物館の原則的な使命に基づき、学科史
資料の発掘と保存が要請されます。学科史資料は、大学博物館に
おける中核資料の一つです。
　最近の具体的な例を紹介しましょう。一昨年ご逝去された山本
俊治元学長（1922-2020）のご遺族から、日文学科を介して研究資
料が寄贈されました。国語学者としての研究成果は国立国語研究
所の資料として公開されています。が、個別資料の調書を作成中
の学芸員は、「調査当時の、生の言葉で語られる 50 年前の高齢者

の日常や若い頃の記憶が興味深い」と、興奮気味に話してくれま
した。関連研究や、学生の卒業研究の拠り所となる資料群としても、
大いに活用が期待されます。
　同じく当ニュース掲載の当館所蔵資料に関するコラム「シンガー
ミシン裁縫女学院の裁縫雛形」も、寄贈された調査研究資料が注
目されたものです。
　学術資料には、自然史系の一次資料のみでなく、文化的・歴史
的に価値づけられる物品も含まれます。研究現場で生成される学
術資料は、大学の研究と教育の歴史の拠り所となるばかりでなく、
時代と社会、人間のさまざまな営為を映す鏡なのです。



　 　 共 に 昭 和 戦 前 期 の 帯 と 帯 地 で す 。

　　白絽地手描き染め扇模様帯は、 大阪

住吉に暮らした大正生まれの女性の名古屋帯

です。 扇面には異国情緒を醸す花更紗、楓、

花唐草や桔梗が、 手描きの瑞々しい筆跡で

描かれています。 

　　浅縹絽地青海波扇模様帯地は、 京都府立

女子専門学校の教材であった帯反物です。

青海波の拡大された一部ともとれる扇面には、

鹿の子絞りや朱濃淡色の扇型と花々が描かれた

上に、 刺繍と銀箔で立体的な表現がなされて

います。 （森）

　　赤と紺の団扇が全体に散らされた振袖で、

団 扇 に は 萩 や 撫 子、 桔 梗、 葛 な ど 主 に

秋草が配されます。

　　団扇の原型となるものが中国から伝来

したのは古代にまで遡ります。 そして平安

時代になると、 団扇は日本独自の扇子へと

発展して普及し、 絵巻物などにも描かれる

ようになります。 さらに戦場で用いる軍配や信仰の道具としても展開していきました。

江戸時代には団扇の画面に絵が描かれた 「絵団扇」 が人気を博し、 浮世絵などにも

美 し い 団 扇 を 使 う 人 の 姿 を み る こ と が で き ま す 。 ま た 縁 起 物 と し て 好 ま れ る

扇 面 模 様 と 同様、 本資料のように着物の模様としても多用されました。 （並木）

帯 ・ 帯地

長着 （振袖）

次回の展示は、 9 月頃からを予定しています

※参考文献
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5.　白絽地手描き染め扇模様帯 （左）

6. 浅縹絽地青海波扇模様帯地 （右）
あさはなだ　　 せいがいは

7.　縮緬地団扇散らし模様振袖
ち り め ん じ  うちわ


